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住
所
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原
市
東
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（
祭
神
）
誉
田
別
命
、
天
照
大
神
、

豊
受
大
神

（
交
通
）
近
鉄
坊
城
駅
か
ら
徒
歩
約
５
分

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
な
し
（
電
話
）
な
し

郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊

迫
力
の「
火
祭
」復
活
へ
期
待

八
幡
神
社
の
拝
殿
‖
橿
原
市
で

八
幡
神
社
は
橿
原
市
西
部

を
南
か
ら
北
に
流
れ
る
曽
我

川
の
西
沿
い
の
森
に
鎮
座
し

て
い
ま
す
。
創
建
は
不
明
で

す
が
、
江
戸
時
代
初
期
以
前

と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

南
北
朝
時
代
に
高
市
郡
を

根
拠
地
と
し
た
豪
族
の
越
智

氏
は
室
町
時
代
を
通
じ
て
勢

力
を
拡
大
。
坊
城
地
域
も
拠

点
の
一
つ
だ
っ
た
と
さ
れ
、

武
運
長
久
な
ど
の
願
い
か
ら

八
幡
神
社
を
設
け
た
と
の
見

方
が
あ
り
ま
す
。

八
幡
神
社
と
同
神
社
北
東

約
５
０
０
㍍
の
春
日
神
社
で

毎
年
８
月

日
に
実
施
さ
れ

て
き
た
の
が
炎
天
下
の
松
明

行
事
の
県
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
「
ほ
う
ら
ん
や
火
祭
」

（
正
式
名
称
は
「
東
坊
城
の

ホ
ー
ラ
ン
ヤ
」
）
で
す
。
江

戸
時
代
中
期
か
ら
続
く
除
災

招
福
や
降
雨
な
ど
を
願
う
行

事
と
さ
れ
ま
す
。

松
明
は
大
小
２
種
類
あ

り
、
い
ず
れ
も
割
り
竹
を
す

だ
れ
状
に
編
み

麦
わ
ら

菜

種
殻
、
笹
竹
を
巻
き
ず
し
の

よ
う
に
巻
き
、
わ
ら
縄
で
し

ば
っ
て
完
成
さ
せ
ま
す
。
大

松
明
で
大
き
い
も
の
は
直
径

１
・
５
㍍

高
さ
３
㍍
、
重
さ

４
５
０
㌔
に
も
な
り
ま
す
。

大
松
明
は
６
地
区
で

個
制

作
。両
神
社
で
は
神
事
の
後
、

地
区
ご
と
に
上
部
に
火
を
つ

け
燃
え
盛
る
大
松
明
を
浴
衣

姿
の
男
性
約

人
で
か
つ
い

で
境
内
を
２
周
し
ま
す
。

２
０
２
０
年
以
降
、
新
型

コ
ロ
ナ
禍
と
猛
暑
な
ど
で
松

明
行
事
は
中
止
さ
れ
て
き
ま

し
た
。熱
中
症
対
策
を
含
め
、

年
以
降
の
実
施
方
法
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

久
門
た
つ
お
）


